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長崎県初記録のヤベカワモチ（ドロアワモチ科）Onchidium sp. 2
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確 認 日：２０１０年６月６日

確認場所：雲仙市国見町神代丙 神代川河口

（４９３０‐２２‐４１）

個 体 数：２０個体

体長（匍匐状態）：６５�～９０�
確認状況：大潮で潮が引いた直後の河口付近で，

日陰の岩や泥が付着した岩上を這っ

ていた（図１）．

本種は有明海や八代海などの九州沿岸域や朝

鮮半島に分布するとされる大型種で，最初に有

明海に注ぐ矢部川の河口で発見されたのでこの

名がある．

ドロアワモチ Onchidium sp.1やセンベイアワ

モチ Platyvindex sp.2よりも大型になり，背面は

全体に黒く斑紋がなく頭部も黒っぽい．

センベイアワモチと同所で見られるので生息

環境はほぼ同じと考えられる．

糞は大型（図２）で概ね長辺が１５�，短辺が

５�，厚さ３�である．干潮後時間が経過する
と乾燥を避ける為に岩の隙間やカニの巣穴に入

り込んでしまう．個体が見られなくとも糞が確

認出来れば生息の証となる．

その後，以下の様に調査を継続している．

２０１０年６月１２日１０個体，２０１２年６月５日４個

体，２０１２年７月５日６個体，２０１４年６月１２日０

個体であった．確認個体数が徐々に減少し２０１４

年は確認出来なかった．

付近では希少種のウスコミミガイ Laemo-

donta exaratoides Kawabe，オカミミガイ Ello-

bium chinense（Pfeiffer），クリイロコミミガイ

Laemodonta siamensis（Morelet），ナラビオカミ

ミガイ Auriculastra duplicata（Pfeiffer），クチバ

ガイ Coecella chinensis Deshayes，ヘナタリ

Cerithidea（Cerithideopsilla）cingulata（Gmelin），

フトヘナタリ Cerithidea izophorarum A. Adams，
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図２ ヤベカワモチの糞
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ウミニナ Batillaria zonalis（Bruguière），ヒラド

カワザンショウ Assiminea hiradoensis Habe，セ

ンベイアワモチ Platevindex sp.，ヒロクチカノ

コ Neritina（Dostia）cornucopia（Benson）が確

認されるなど，良い環境が残されている．しか

し，中薗信行氏の記録（私信）によるアズキカ

ワザンショウ Pseudomphala miyazakii（Habe）

シマヘナタリ Cerithidea ornata（Sowerby II）は

確認できなかった．

諫早湾が締め切られた後湾外の特に島原半島

の環境が大きく変化しており，非常に気がかり

である．

また，本種の生息地は河川改修等により容易

に破壊されてしまうので，注意が必要である．
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